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＜連絡事項＞

· 2月12～16日のいずれかの日に作業療法士学生（東北メディカル学院）の実習がある。

· 2月19日～24日のいずれかの日に作業療法士学生（弘前ホスピタリティーアカデミー）の実習がある。

　

＜外来情報＞

· 平　康子様～表情がやや硬め。19日に母が五戸の施設に移動すると話す。

· 鈴木　恵美子様～胃薬希望あり、処方あり。昨日の通所プログラム運動について話している。

· 中居　松男様～朝は寒くて起きられないと話す。

· 奥山　以依子様～銀行に行くと穏やかに話す。外泊については家族に連絡していない。

· 長瀬　紘一郎様～手帳書き換えをお願いしている。健康上、野菜ジュースを飲んでいると話す。

· 鹿原　博夫様～髪の毛に大きなふけが目立つ。個別清潔指導実施予定。

· 柳町　信之様～肛門からの出血があると話す。高橋医院で下剤をもらっていると話す。

· 山田　健次様～表情のゆとりがある。

· 中居　美津子様～腰や膝の痛みは民間療法で対応していると話す。

· 前野　義勝様～右足のつけねにアテロームが出来ており、本人は痛み訴えている。

　　　　　　　　　処置実施し、エルタシン軟膏処置とガーゼ保護を実施している。

＜利用者様情報＞

· 関　秀治様～16日に超音波（腎臓）検査実施、異常所見なく経過観察。表情落ち着く。

· 戸賀沢　潔様～21000円の借金あり、姉から3,000もらう。村田様と大久保様に1,000づつ返金　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　し、1,000円は小遣いになる。借金残19000円である。

· 其田　淑子様～歯科受診しロキソニン処方あり。主治医から現在服用中の内服との兼ね合いをアド　　　　

　　　　　　　　　バイスされている。（積極的には服用しないこと）

· 種本　サハ様～19日に日赤病院受診予定である。

· 小野寺　ノリ様～朝食はご飯だけ食べていたが、昼食はご飯とおかずを交互に食べていた。

　　　　　　　　　　引き続き、レストラン移動や全身状態については密な観察必要。

· 稲垣　ふき様～風邪（発熱なし、鼻汁あり）をひいている、頭が痛いと外来に行ってしまうことが

　　あった。スタッフに話すよう繰り返し説明する。

· 佐藤　朗子様～本日の来所ないため、自宅に電話をいれる。本人は寝ている状態であった。

　　　　　　　　　家族から人材派遣登録を行ってきたと話ある。

· 松永　勘五郎様～皮膚科受診には「春まで待てば大丈夫」と受診拒否傾向続き、主治医に報告。

　　　　　　　　　　今週土曜日当院外来受診時に軟膏処方予定。

· 柳町　信之様～昨日も「風邪が･･･」とナイトケアを休む。休みが長期化する傾向がある為、

　　　　　　　　　青明舎にも訪問などの協力を依頼していく。左手の浮腫は内科受診の結果、様

　　　　　　　　　子を見ていく事となる。

　　　　　　　　　引き続き、ナイトケアスタッフは来所を呼びかけて行く。

＜デイケア事例検討＞

中居　松男様　63歳　統合失調症　　

9月15日からアパート一人暮らし（4ヶ月経過）

　　　眠剤1回分のみ忘れあり、相変わらずアパートでのガスを使用し夕食作りの希望あり。

　　　身体は適度に動かし、人づきあいは悪くない。

　　　選択プログラムの木工に熱中している。

　　　週末にはメンバーとカラオケをし、メンバーが家に遊びに来る状況。

　　　メンバーと外食し、おごったり、おごられたりがあるようである。今日も鈴木恵美子様が作ったクッションを使用していた。

　　　※アパート一人暮らしの約束

　　　　・ガスは使わない

　　　　・他の人は家には入れない・・・守られていない。本人の自覚促しやスタッフが繰り返し助言必要、要注意。一人暮らしの開放感をプラスにつなげていく必要あり。

　↓

　　　　・生活のペースが乱れてくると、病気の再燃が予測される。

　　　　・金銭管理は青明舎で実施している為、生活状況や交流関係など気になる事があれば情報提供していく

　庭野　弘樹様　42歳　統合失調症

　　　　昨年12月より、月・火曜日のうみねこ幸房利用開始。

　　　　※利用目的

生活リズムの確立、就労への準備

どうですか？と問いても「はあ、いや」と自身の状況にも関心ない返事。

週末は自宅で気ままに過ごしている。自宅周辺をぶらぶらしている。

姉は母と家族教室には顔を出している。

質問には、病識のない発言は返ってくるが薬は飲んでいると話す。

午後の清掃が終わると、足早に帰宅されている。（以前はバスを使わずに電車利用していたため、少しでも早く帰る必要があった）→現在はバス利用のため、午後は慌てる必要はな

　　いはず。⇒何か時間を使えないか？　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　現在活用している社会資源（デイケア、幸房など）を生活安定と今後のステップアップに

　　　　　つなげていく為の取り組みである事、本人の意識化に結び付けていくスタッフの働き掛けが必要。今後も面談を適に行い、振り返りを行っていく。

